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初級セラピスト養成研修
テキストワーク回答例

遠いものが見えにくい 眼鏡をかける

課題からの解放

情報の獲得

良く見える

寝つきがよくなる

P16

手の痛み、やけど

「こっちむいてくれてありがとう！」

等と褒められる

課題からの解放

強化子が提示されない

再度指示が出る など

P22

テキストP17～P22、強化・弱化・消去についてよく確認しておきましょう

「イヤ！！」と言って
逃げ出す

・プールの時間
・着替え
・他児がいる
・子どもや先生の声

・先生が呼ぶ
・他の部屋でしゃがみこんで過
ごす
・いろんなお部屋を動き回る✔ ✔

・呼びに行く
・他の教室で過ごせる
環境になっている

・行動を繰り返させてしまってい
る
・「イヤ！」という言葉には注目
を与えない
・「今日は○○をしてみんなを
待ってよう」等と指示のもと別の
活動で過ごす

P30
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・他の部屋は入れないよう施錠
・家から水着を着てくる
・プールの温度を上げる

・プールの後に楽しい活動を事
前に提示する

・服を着たままプールサイドで遊ぶとこ
ろから始める
・着替えられたらプールは入らずに好き
な玩具で遊ぶ

・写真でスケジュールを提示する
・「これで遊ぼう！」と“プール”と
言わずに誘う

着替えてプールに入る

・「プールに入れたね！
すごい！」等の誉め言葉
・事前に約束していた遊
び

P36

子どもの手を取って肩に誘導（身体）

「ふね」と言う（音声）

肩を触って見せる（視覚）/子どもの手を取って肩に誘導（身体）

船のカードを前に出す、船のカードを指さす（視覚）/子どもの手を取って船のカードに誘導（身体）

該当するカードを前に出す、指さす（視覚）/子どもの手を取って該当するカードに誘導（身体）

P59

・さっとカードを直し、課題の再
試行、Pt付きで正答を引き出す
・簡単な課題に切り替えて強化
・「立っていいよ」と休憩の指示

・破きにくいようプリントではなくホワイド
ボード等を活用する
・初めからPtを入れる、問題数を減らす
・一番好きな強化子を提示、目新しい強化子
を用意する

・投げにくいようカードをクリアファイルに
入れて提示
・初めからPtを入れる、試行数を減らす
・一番好きな強化子を提示、目新しい強化子
を用意する

注意が逸れやすいものがあれば隠す
・初めからPtを入れる、Ptを増やす、試行数
を減らす
・一番好きな強化子を提示、目新しい強化子
を用意する

・強化子が見えないよう隠す
・課題を変える、Ptを増やす
・魅力的な強化子を子どもが要求する
前に出す、選択してもらう

・破ったことには構わず、新しいプリン
トを渡しPt付きで正答を引き出す
・簡単な課題に切り替えて強化
・「立っていいよ」と休憩の指示

・「これ何？」＋カードを見せ課題
を再提示、Pt付きで正答を引き出す

・「あれやりたい」には特に反応
せず、「こうして！」と課題を再
提示、pt付きで正答を引き出す

P76

「こうして」
＋コップで飲む動作

「同じにして」
＋コップ＋コップ以
外の物

「コップで飲んで」
/「コップごくごく
して」

「コップちょうだ
い」＋コップ＋コッ
プ以外の物

「これ何？」
＋コップ

「飲むときに使うも
のは？」

喉の渇き
＋大きな水のペット
ボトル

「コップちょうだい」

P89
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「こうして」
＋頭を洗う動作

「同じにして」
＋お風呂の写真
＋お風呂以外の写真

「頭洗って」
/「頭ごしごしして」

「お風呂ちょうだ
い」＋お風呂のカー
ド＋お風呂以外の
カード

「これ何？」
＋お風呂の写真

「ざぶーんて入るの
は？」

汗をかいている
＋お風呂に大好きな
玩具がある

「お風呂入りたい」

P90

「こうして」
＋クレヨンで書く動作

「同じにして」
＋クレヨン
＋クレヨン以外の物

「書いて」
/「かきかきして」

「クレヨンちょうだ
い」＋クレヨン＋ク
レヨン以外の物

「これ何？」
＋クレヨン

「書くときに使うも
のは？
/「かきかきするもの
は？」

「クレヨンちょうだい」

P91

クレヨンが見えている
が手が届かない
＋画用紙が手元にある

STEP1：出来た点
「動詞の命名は、トーマスで遊びながら課題を進めることが出来ました。難しかった“○○”が、音声プロンプトが無
くても言えるようになっています。数の課題も、前回プロンプトが必要だった10以上の数えあげが、今日は２回も一
人で数えられていました」(実施した課題の中でできたことを見つけて報告)

STEP２：難しかった課題や、運用店でうまくいかなかった点
「ひらがなの表出の課題で、私のプロンプトが遅れて間違えさせてしまい、それをきっかけに泣いてしまったのです
が、強化子をトーマスから大好きなアンパンマンの動画に変え、得意な数の課題に変更するとそのあとは落ち着いて
取り組むことが出来ていました。泣いているときは音声プロンプトが有効ではなかったので、次回はエラーレスで進
められるようにします。」

STEP３：最後に質問がないか確認する
「何かご質問などはございませんか？」

P101

STEP1：行動の聞き取り
なんでもイヤイヤ言われると、保護者の方も困ってしまいますよね、
・イヤイヤ言っているときは何か叩いてしまうとか、他に一緒に出てい
る行動はありますか？
・頻度はどのくらいですか？毎日ですか？1日に何度もありますか？

STEP２：先行刺激の聞き取り
イヤイヤ言うときの状況を詳しくお伺いしたいのですが、
・どのように声を掛けたときにイヤイヤ言いますか？
・何かで遊んでいたとか、お子さんは何をしている時が多いですか？
・その場には誰がいますか？
・どこでイヤイヤ言うことが多いですか？
・何時ごろが多いですか？ 等

STEP３：後続刺激の聞き取り
・お子さんがイヤイヤ言った時、お父さま母さまはどのように対応され
ていますか？
・お子さんはイヤイヤ言った後、どのような態度ですか？
イヤと言った通りにやらなくて済んでいるなどありますか？

STEP４：その他
・お子さんがイヤイヤ言わずに対応できる声掛け、事柄はありますか？
・お子さんがイヤイヤ言わずに過ごしているときはありますか？それは
どんな時ですか？

P102
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「動詞のタクトの課題で、“運んでる”を練習しました。

初めて実施するものだったので、「何してる？運んでる」とすぐに音声プロンプトを入れ進めています。

連続して“運んでる”を練習し、徐々にプロンプトも減らしていった所、自発で2回「運んでる」と言うこ

とが出来ました。

その後別の課題を実施し、改めて“運んでる”を実施したところ、自発での正答は難しかったのでプロンプ

トを入れています。時間が空いたからか、途中に別の課題を実施したことが理由と考えています。

同じ状況の時にはプロンプト付きで実施していくとエラーレスで進めることができますので、ご自宅で課

題を行う際はしっかりとプロンプトを入れる段階から始めてみてください。」

P102

「〇こちょうだい、と言っておはじきを渡してもらう数の課題では、2個・3個は間違えずに出来て

いましたし、拒否も無かったのですが、9個でやろうと教材を出すと「やらない」と言って離席があ

りました。しかしその後、粘土に誘うと着席してくれています。

ターゲットが2個や3個の時は使うおはじきは4，5個ですが、「9個ちょうだい」を練習する時はそ

れ以上の数を机に置いたので、教材を見た時点で難しい大きい数を聞かれることが分かったのだと

思います。少ない数は得意なので、少ない数を聞くときも机には多めにおはじきを置いて、まずは

教材が多く出されている環境に慣れてもらえるようにしようと思います。」

(次に実施するときは疲れの出にくい時間帯に実施する、連続で実施しないように工夫する、大好き

なおもちゃを用意しておく、などの工夫をお伝えするのもOK)

P102

「〇こちょうだい、と言っておはじきを渡してもらう数の課題では、2個・3個は間違えずに出来て

いましたし、拒否も無かったのですが、9個でやろうと教材を出すと「やらない」と言って離席があ

りました。しかしその後、粘土に誘うと着席してくれています。

2個や3個がよくできていたので、何度か連続して実施したあとに、いっきにステップを上げて9個

もやろうとしてしまったので、抵抗を感じたのかもしれません。次に実施するときは連続で実施し

ないように工夫したり、まずは2個や3個ができたら、次に4個や5個を練習する等、徐々にステップ

をあげていく方法で練習したいと思います。

P102


